外来・通所チームカンファレンス記録
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令和1年9月12日(木)　　　　　　　　　　　　司会・記録：鳥谷部　久美子

	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	業務
	○
	○
	○

	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	
	

	業務
	公休
	公休
	公休
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月15日、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・青陽館パンフレットが完成したので、各自目を通しておくこと。9月頃より病院、施設を訪問予定。

・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/4（水）・25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

《医療法の立ち入り検査》

10/25、八戸市職員

· 実地指導

10/29、精神保健福祉センター職員

＜重要事項＞
立ち入り検査にあたって書類等の確認を各自担当の利用者分を抜けが無いかチェックしていく。
期限は9/30（月）まで
チェックの項目は、
· 疾患別診療計画書　個人

· 日誌の出席日と電子カルテの出席日があっているかの確認、Dｒの診察の確認

担当

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

· 日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

· 日報の誤字脱字は自分の担当の利用者様を4ヶ月分実施お願いします。

≪余剰金管理の仕方について≫

・余剰金の管理のし方が変わります。出納帳の記載をお願いします。鍵の管理は、鳥谷部、菅原が行う。詳しくは鳥谷部まで。

＜9月祝日プログラム＞
デイケア
⇒祝日が2日あるので外出と調理を一日ずつ行う予定で、ミーティングで希望を聞き、今週中に内容を決定し、来週から出欠確認、参加希望を取っていく。
デイナイトケア
⇒9/16はおやつにアイスクリーム、9/23は昼食にお弁当を食べる予定。お弁当はよこまち
ストアに注文する予定で、各自の希望を聞き、発注予定。
※園芸療法で収穫したジャガイモは、祝日プログラム等で利用できるように、内容を工夫していく。

＜研修案内＞

・がん講演会

　日　時：9月18日（水）18：00～19：00

　場　所：八戸市立市民病院　2階　講堂

　テーマ：がん治療と緩和ケア

　講　師：井上　彰氏

　締　切：9月6日（金）

　参加費：無料
・八戸精神科医会
　日　時：9月18日（水）18：40～20：00

　場　所：八戸パークホテル　1階「マグノリア」

　テーマ：①経皮吸収型抗精神病薬　ロナセンテープの開発
　　　　　②統合失調症急性期薬物療法

　講　師：①藪内　一輝氏　②八田　耕太郎氏

　締　切：9月16日（月）

　参加費：無料
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

看護グループ内研修
・日　時：9月　20日（金）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：グループについて
対　象：全職員
講　師：松村ＳＧＭ

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

＊参加しやすいように時間設定を変えている。新人職員は出来る限り参加して下さい。

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様に関しても追って連絡する。
接遇向上、苦情対応委員会より

・服装規定をロッカー室に貼っているので、各自で確認の事。
＜利用者様情報＞
デイケア

・田向　玲美様　～体験利用中。以前より他利用者の個人情報を話すことはなく、自身でも気を付けている様子。今後は就労の希望がある。来週から火・木で正式利用予定。

・森田　清助様　～青明舎より情報提供あり。最近、青明舎の訪問を拒否している様子が見られている。昨日、訪問予定日であり、自宅に寄ったが本人が応じることはなかった様子。先週、デイケアに来所した際は普段と著変無く過ごされていた旨を伝え、本人より反応があった際には情報提供することとし終話している。
・中村　与一郎　様～本人より電話があり、先日の主治医面談で減薬となり、調子が悪く本日は就労を休んだとの事。詳細を確認すると頭が固定される感じがあり、身体の硬直、震えがあると返答している。その為主治医面談を早める事にしたと報告がある。本日はゆっくり休むように伝え、終話している。その後、グループホーム世話人より、明日主治医面談することに決定したと情報提供あり、口調や身体症状は落ち着いているため単独で受診する予定であるとのこと。
・下荢坪　康一郎様～来所時間になっても来所せず電話連絡もない為、所在確認の為に自宅へ電話連絡を実施。来所していない理由について確認すると「風邪っぽくて・・・」と返答しており、症状を確認すると若干の寒気と体の怠さ、体温は36.9℃であるとのこと。同症状が2週間程継続していると話している為、病院受診を勧めると次回の当院定期受診の際に主治医に相談すると返答している。幻聴等の精神症状は以前に比べると改善傾向であると話しており、症状変化の際にはすぐに相談して欲しいことを伝え終話。上記理由により本日デイケアを欠席となる。
・平　京子　様　～　表情穏やかに来所しているが、「デイケアに来ると具合が悪くなる。」とスタッフへ話し掛けがあり、具体的な症状を確認すると頭のぼんやり感があるとの事。夏が暑すぎた為疲労があるのではないか伝えるが、否定している。デイケアの利用について主治医に相談したが、火曜日以外の曜日を考えるようにと言われたとの事。スタッフと利用日について話し合うが、木曜日の一日にしたいと頑な様子がある。今後もデイケアの利用日や利用目的について本人と話し合いを行っていく。
・鈴木　知子　様～　スタッフへ相談があると話しかけがあり、青明舎より、惣菜を買うばかりではなく自炊をするよう助言された経緯を話している。「出来ないのに急に言われてもわからない。そんなに言われるなら青明舎を辞めたい」と発言しており、青明舎は鈴木様の身体のことを心配し、自炊を提案した可能性もあると伝えると「そんな考え方もあるのか。でも出来ない」と話している。午前中より、上記について悩んでおり、昼食後も発言が続いている。また、考えがまとまらず「死んだ方がマシですか」と発言することもあり、急に毎日自炊するのではなく、週数回から始めてみてはどうかと提案するも納得いかない様子。
デイナイトケア

・津嶋　イチ子様～青風荘より情報の提供があり。昨日帰荘後、気分の高揚観察され、テレビ観賞している他利用者様に対し一方的な話し掛け観察されており、トラブル防止の為スタッフが介入したとの事。スタッフ介入後は一方的な話し掛けは無く経過しているが、落ち着きない様子が観察されていたとの事。本日のデイナイトケアでは他利用者様に対し一方的な関わりを持つことは観察されていないが、食後休息中の他利用者様の前で大声で話をしており、特定利用者様(田中一様)に注意されている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報の提供があり。本日朝食時「お腹が空いていない、食欲が無い」とスタッフに訴え聞かれ、朝食は不食との事。本日のデイナイトケアでは体調不良や静養室の利用希望は聞かれていないが、昼食は主食1/2と汁のみ、副食は全量残食している。食後に体調を問うと「お腹が空かない」と発言聞かれており、スタッフより食事摂取の必要性の振り返りを行っている。
ショートケア
特記なし
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　石井　幸子　様　）

実施日：R1年9月12日（木）13：30～14：00

担当：藤田

検討内容目標・計画、現状の確認

	氏名
	石井　幸子　様
	性別
	女
	年齢
	65
	生年月日
	S29.3.13

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	

	本人希望
	生活リズムを安定させて一人暮らしを送る。

	家族希望
	

	入院歴
	計　11　回（最終：H29.3.1～R1.8.5）

	通所歴
	1回目

※今回：R1.8.10～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福(週1回/木)、訪問介護(週2回/)

	· 住居：アパート
	家族構成

両親は死亡

4人姉妹3女、長女は異母姉、次姉は死亡
妹が保護者



	利用制度
	障害厚生年金：96000円/月
要介護認定：要支援1
自立支援医療：申請中



【目標・治療計画（案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した生活リズムを獲得し地域生活を送ることができる。
	①自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。
	①体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	①スタッフとともに病状悪化時のサインについて振り返り、サインがみられた際はスタッフより声掛けを行い気付けるようにする。

	
	②生活リズムの安定を図る。
	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活する。
	②起床・就寝時間や食事、服薬について確認する。疲労感がないか確認し、疲労感がみられた際は負担が軽減されるよう生活面の見直しを行っていく。



	
	③単身生活において自分で行えることが増える。
	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問ができる。
	③日常生活の中で不明なことはないか確認し、対処法を一緒に考え実践していく。自発的に質問があった際は評価を行いその行動を強化していく。


【現状】

利用開始直後は緊張した様子が見られていたが、徐々に他利用者様と会話することもできるようになり、表情穏やかに過ごしている。プログラムについて「難しい」と話すこともあるが、意欲的に取り組んでいる。現在までの所、薬の飲み忘れや飲み間違いはないとのこと。
単身生活であり、生活面については、「全部一人でやらなければならないから大変です」と話し、疲れた様子が見られているが、来所時は弁当を持参しており、内容もバランスが取れたものであることを評価している。ヘルパーが訪問しており、買い物や調理を支援しているが、負担を感じるようであれば、生活リズムが整うまで惣菜やデイケア利用時に弁当を利用することも提案している。
経済面では、本人の収入は障害厚生年金が95000円/月のみであり、食費などの生活費に余裕はなく、4500円/週で生活しなければならない。金銭管理では、現在は妹様が通帳を管理し、毎月生活費を本人に渡しているが、病状悪化時に本人より暴力を振るわれたことがあり、家族の協力は難しく、必要最低限の支援となっている。今後は、通帳管理も社協のアップルハートを利用することも検討されている。
今後本人との面談を通して、病識の有無や病状悪化時のサインについて自覚しているか、生活状況など確認していく。
検討結果として、目標及び治療計画(案)を実施していく。今後、状況に応じて検討していく。
